


少年は教室のガラスを割ってしまった・・・
イラン北部の一年じゅう雨が降る村は今日も雨。小学校の教室では、授業中でもガラ

スの割れた窓から雨が吹き込んでくる。めったに雨の降らない南部からの転校生レザーは、

初めて見る雨が気になって心ここにあらず。最初はレザーの態度に怒っていた先生も根負

けして外に出ることを許してくれるのだった。

その頃、 2週間前に窓ガラスを割ったクーチェキは廊下に立たされていた。明朝までに新

しいガラス板を入れて直しておかなければ、もう学校に来なくてもよいと言われてしまうのだが、

貧しいクーチェキの父親はガラス代をくれないのだ。そんな時、外で雨に打たれていたレザ

ーと仲良くなったクーチェキは、レザーの協力でようやく彼の父親からガラス代を借りることが

出来た。しかしガラス屋のある村までの道のりはかなり遠い。外は台風の接近で風が強く

吹き、オリーブの林が大きく揺れている…。果たして彼は今日中に窓ガラスを元通りに戻す

ことが出来るのだろうか？クーチェキの前にはいくつもの困難が待ちかまえていた…。

名匠アッパス・キアロスタミ脚本による美しく力強いストーリー

監督は、イランと日本の初の合作映画「神様への贈り物」 ('96) で注目されたモハマド・

アリ・タレビ。そして脚本はイランを代表する名匠アッパス・キアロスタミが担当。主人公

の子どもたちの些細な、しかし本人にとっては大きな困難を乗り越えるという脚本作りが秀

逸で、代表作「友だちのうちはどこ？Jはもちろん、脚本作品としてもエブラハム・フルゼシ

ュ監督作「鍵J ('87) や、ジャファール・バナヒ監督作「白い風船」 ('95) 等の傑作を発表し、

いずれも子どもたちによるハラハラドキドキの緊迫シーンで映画により効果的なサスペンス

を生み出している。本作でも、教室の窓ガラスを割ってしまった少年が、ガラスを修理する

ため危険を冒しながらも孤軍奮闘する様子を、自然の厳しさの中に力強いストーリーライン

で描いている。今回初めてコンピを組んだタレビ監督の巧みな演出とのコラポレーションが

見事に成功し、“風”が運ぶ自然の中の詩的な人生を体験し、誰もが子どもの頃に感じた

懐かしい想いと、新鮮な体験を伝えてくれる感動の物語となった。

イランからの贈り物。またひとつ感動の傑作が生まれた
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